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Ⅰ．は じ め に

近年，食生活，生活スタイルの変化による肥満の増
加が問題となっている。先行研究では幼児期の肥満は，
家庭での生活習慣や食習慣，親の食意識と関連がある
ことが示されている1～3）。そして３～５歳の肥満児と
両親の間での BMI の関連を検討した研究では，幼児
と両親の BMI には遺伝的素因の関与と同様に，環境
要因の存在が大きいことも示されている4）。肥満は，
健康に関わる大きな問題となっており，小児の食行動
については，頻度の高い欧米諸国を中心に研究が蓄積
されている5，6）。一方，身体が痩せていること（以下，
痩身）に関しては，若い女性や精神疾患としての摂食
障害に関する研究が多く，幼児期に関してはほとんど
焦点が当てられていない。しかし，榊原7）は，女性に
おいて肥満のみならず痩身は妊娠時に胎児に対して影
響を及ぼすことから，痩せすぎも問題であることを指
摘している。若い女性が理想とする体型は痩身にある

といわれているが8），小学校３～６年生の児童期には
標準以上に痩せた体型になりたいという欲望（以下，
痩せ願望）があることが示されている9）。そして﹁美
容のために食べない﹂といった摂食抑制傾向は，男
子より女子に多く，中学生においてその傾向が顕著
になるため9），特に女子の痩身が問題となっている。

小児肥満の成因として遺伝的体質の他，親の肥満，
母親の食習慣や家族での生活習慣が影響することが明
らかになっており10～12），就学前教育が行われる３歳以
降の幼児期からの肥満対策が重要であるといわれてい
る。痩身に関しても同様に，遺伝的体質に加え，生活
習慣等の環境要因が影響を与えていることが推察さ
れ，幼児期からの痩身対策が必要であると考える。し
たがって，幼児期の痩身と親の体型の間の関係を検討
することは，今後の幼児期の食育，健康教育を推進す
るうえで重要な示唆が得られることが推測される。

これまで５歳児の幼児を対象とした身体に対する意
識，ボディ・イメージの研究では，男児は自分自身の

Relationship�between�the�BMI�of�Parents�and�Children,�and�Children’s�Body�Type�Preferences
Tomoko�seNoo，Yoichi�sakakihara
1）秋田大学教育文化学部（研究職）
2）お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科（研究職）

〔論文要旨〕
幼児と親の BMI の関連，性別，年齢別の違いを検討した。その結果，本研究の対象集団では，女児（４～５歳）

において年齢の高い者で，年齢別 BMI パーセンタイル値で評価した際，低値の者が多かった。また女児と父親，
女児と母親，父親と母親の間の BMI に相関関係があり，女児の家庭では，年齢が高くなるほど，家族間の BMI の
相関が高くなることが示された。加えて，幼児の体型選好を性別，年齢別に検討した結果，女児が男児より痩身体
型を好む傾向があることが示された。

対象集団の女児の体型や体型選好には，家庭の食文化が影響している可能性が示唆され，子どもの体型を考える
うえで遺伝的要因に加えて，社会，家族の文化的側面から考えることの重要性が示された。

Key words：幼児，親，BMI，体型選好，性差

〔2733〕
受付� 15．� 4．22
採用� 16．� 9．27

研 究

幼児と両親の BMI の関係と
児の体型選好に関する検討

瀬尾　知子1），榊原　洋一2）

Presented by Medical*Online



　798�� 小 児 保 健 研 究　

体格を身長と体重に分けてとらえており，女児よりも
身長に興味を持っているのに対して，女児は自分自
身の体格を全体的なプロポーションとしてとらえて
おり，男児より女児の方が痩せた体型を理想としてい
ることが明らかになった13）。したがって，女児ではボ
ディ・イメージは幼児期に芽生えることが示唆された。
幼児期から痩せた体型を好む傾向があるのかを，３～
５歳の子どもを対象として検討することは，幼児の身
体に関する意識の発達過程を明らかにすることがで
き，痩身予防を検討する際の参考となり得る。

本研究では，まず初めに，幼児期の子どもの体型と
両親の体型の関連を検討した。次に，幼児はどのよう
な体型を選好するのか，年齢や性別の関連を検討した。

Ⅱ．対象と方法

１．対　象

（1）幼児期の子どもの体型

東京都内私立幼稚園，私立保育所の３歳児クラス，
４歳児クラス，５歳児クラスの保護者に調査を依頼し
た。回収率等は表１に示す通りである。配布数707名，
回収数408名であり，回収率は58％であった。本研究
では，アンケートに回答した408名を対象とした。

（2）幼児の体型選好

東京都内私立幼稚園に通う３歳児クラス，４歳児ク
ラス，５歳児クラスの子ども64名を対象とした（表２）。
なお，調査は11月から２月にかけて実施したため，暦
年齢の平均が，４歳，５歳，６歳とやや高くなってお
り，表や図の表記は暦年齢に従って表記している。

２．方　法

（1）幼児期の子どもの体型

2012年11月～2013年２月の間に，幼稚園，保育所
を通じて保護者に質問紙を配布し回収した。調査内
容は，子どもの年齢，性別，身長，体重，父母の身長，
体重，家庭の経済状況とした。本調査では，子ども
と父母の現時点における身長と体重をアンケート調
査する方式を採用した。また，幼児の体格，父母の
体格の評価方法として BMI（Body�Mass� index）：体
重（kg）/ 身長（m）2を用いた。

（2）幼児の体型選好

幼児の体型選好調査は2012年11月～2013年２月の間
に実施した。幼稚園，保育所内の，他の子どもがいな
い場所で，評価者１名が被験児と個別に面接を実施し

た。体型選好調査は，初めに肥満体型のヒト，標準体
型のヒト，痩身体型のヒトの絵カード３枚を子どもの
前に提示し（図１），﹁どれが好き？﹂と尋ね，体型選
好判断を求めた。さらに，﹁どうして○○が好き？﹂
と選択理由を尋ねた。

幼児のボディ・イメージに関する研究で，江原13）は
Collins14）の絵の尺度を参考に，痩身，普通，肥満の絵
カードを使用している。本研究では，江原の絵カード
を参考に体型選好判断の絵カードを作成した。標準体
型を BMI22として，想定体重の平方根の尺度で横方
向に延長し，肥満体型を BMI36，痩身体型を BMI16
となるように絵カードを作成した（図１）。

３．分析方法

統計解析は，SPSS18.0J� for�Windows を用いた。初

表１　調査対象
対象 配布数 回収数 回収率

A 幼稚園 21 18 86%
B 幼稚園 150 88 59%
C 幼稚園 172 66 38%
D 幼稚園 203 109 54％
E 保育所 88 77 88％
F 保育所 73 50 68％

計 707 408 58％

表２　体型選好課題における年齢別対象児
年齢（歳） 男（人） 女（人） 合計（人） 平均月齢（月） 範囲（月）

4 9 6 15 49 43～51
5 9 15 24 61 56～67
6 10 15 25 75 70～78

肥満体型 標準体型 痩身体型

図１　選択課題絵カード例
　標準体型を BMI22として，肥満体型を BMI36，痩身体型を
BMI16となるように絵カードを作成。
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めに子どもと父母の BMI を算出した。児のデータに
ついては，性別月齢別 BMI パーセンタイル曲線15）上
にプロットし，目視法により対象集団の体格の特徴を
検討した。次に，子どもの年齢別，性別に子どもの
BMI と父親，母親の BMI を，さらに父母の BMI 間
の相関関係を，Pearson の相関係数を算出し検討した

（解析対象者数が多いため，p＜0.01を有意とした）。
また幼児の体型選好調査に関しては，肥満の子ども

の絵カードを選好する幼児がいなかったため，分析は
標準体型と痩身体型の２分類とした。初めに年齢によ
る違いを検討するために子どもの年齢３（４歳児・５
歳児・６歳児）×体型選好２（標準体型・痩身体型）
のχ2検定を行った。次に，性別による違いを検討する
ために，性別２（男児・女児）×体型選好２（標準体型・
痩身体型）のχ2検定を行った。さらに，痩身体型を好
んだ子どもと標準体型を好んだ子どもの間の BMI に
違いがあるのかを検討するために t 検定を行った。

４．倫理的配慮

質問紙調査に関して，回答は無記名とし，個人が特
定できないよう処理し，調査以外の目的で使用しない
ことを説明した文書を添付した。また幼児への体型選
好課題調査に関しては，東京都内私立幼稚園では園長
の承諾を得たうえで，園長から保護者に対して保護者
会で説明を行い研究協力の了承を得た。なお，本研究
はお茶の水女子大学 COE 倫理委員会の承認を得た（承
認番号：2012-204）。

Ⅲ．結　　　果

１．幼児期の子どもの体型

（1）対象者の家庭の経済状況の特徴

対象家庭の世帯の中央値は，800万円以上1,000万円
未満であった。国民生活基礎調査16）では，児童がい
る世帯収入の中央値は619万円であり，全世帯年収の
中央値は432万円であることから，本調査で対象とし

表３　対象者の家庭の収入，父母の学歴

世帯収入（n=408） 人数 母親の最終学歴
（n=408） 人数 父親の最終学歴

（n=408） 人数

200万未満 2 中学校 4 中学校 5
200～400万 13 高等学校 49 高等学校 47
400～600万 67 専門学校 48 専門学校 43
600～800万 69 高等専門学校 5 高等専門学校 5
800～1,000万 90 短期大学 79 短期大学 3
1,000～1,500万 90 四年制大学 180 四年制大学 206
1,500万以上 68 大学院 38 大学院 86
無回答 9 その他 1 その他 2

無回答 4 無回答 11

表４　年齢別，性別，子どもと父母の BMI
性別 年齢 平均 範囲 子ども BMI 平均 父親 BMI 平均 母親 BMI 平均

（月齢） （月齢） （人） （標準偏差） （人） （標準偏差） （人） （標準偏差）
男 4 48 37～55 72 15.3 68 23.0 69 20.0

（1.30） （2.94） （2.48）
5 61 56～67 73 15.4 65 23.6 71 20.6

（1.58） （2.16） （1.94）
6 73 68～78 61 15.8 62 23.5 64 20.9

（1.79） （2.82） （2.77）
女 4 48 36～55 71 15.5 68 23.4 71 20.1

（1.30） （2.81） （2.24）
5 61 56～67 60 14.9 57 22.7 60 20.1

（1.14） （2.52） （2.13）
6 73 68～79 55 14.6 50 23.3 52 19.6

（1.65） （2.55） （1.79）
計 392 15.3 �370 23.3 387 20.3

（1.51） （2.65） （2.29）
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た集団は社会経済的地位（SES）が高い層であるとい
える。母親の職業では﹁有職者﹂191名，﹁専業主婦﹂
215名とほぼ半々であった。回答者（母親）自身の最
終学歴は，﹁大学﹂，﹁大学院﹂を合わせて218名（53％），
また父親の最終学歴も同様に，﹁大学﹂，﹁大学院﹂を
合わせて292名（72％）であった（表３）。したがって，
今回の対象者は世帯収入，学歴ともに高い層であると
いえる。

（2）年齢別，性別の違いによる子どもと父母の BMI

年齢別，性別に子どもと父母の BMI を表４に示す。
本調査は自己報告によるアンケート調査であるため，
調査協力者本人（父母）の体重を報告したがらない傾
向がみられた。したがって，両親の身長，体重のデー
タは子どものそれより少なかった。

子どもの各年齢の BMI の平均値は標準範囲内で
あった。また，父親も母親も BMI の平均値は標準範
囲内であった。

（3）子どもの BMI の年齢別変化

対象となった子どもの BMI の年齢別変化を検討す
るために，性別月齢別 BMI パーセンタイル曲線15）上
に，対象児のBMIをプロットした（図２，３）。その結果，
男児，女児ともに月齢が進むにつれて個人差が大きく

なっていた。また，女児においては BMI パーセンタ
イル曲線の50％タイル値よりも低値の子どもが多く，
この対象集団女児では，年齢が高いほど BMI の相対
的低値が認められた（BMI の相対的低値を以下，痩
身傾向と記す）。

（4）子どもの BMI と父母の BMI の関連

年齢別，性別に，子どもの BMI と父母の BMI の関
連を検討するために，子どもと父親，子どもと母親，
父親と母親の相関分析を行った。その結果，女児にお
いては，年齢が高いほど，子どもと父親，子どもと母
親の BMI の相関が強く認められた。また女児の家庭
では，遺伝的に関係のない父母間の BMI に，相関が
認められた（表５）。

２．幼児の体型選好

（1）年齢・性別による体型選好の検討

性別により，体型選好が異なるのか検討するために，
子どもの性別を独立変数，子どもの体型選好数を従属
変数として，子どもの性別２（男児・女児）×体型選
好２（標準体型・痩身体型）のχ2検定を行った結果，
偏りは有意ではないが女児の方が男児より痩身体型を
好む傾向があった（p＝ .10）（表６）。

次に，年齢の違いにより，体型選好が異なるのか検
討するために，子どもの年齢を独立変数，子どもの体
型選好数を従属変数として，男児，女児別にそれぞれ，
子どもの年齢３（４歳児・５歳児・６歳児）×体型選
好２（標準体型・痩身体型）のχ2検定を行ったが，子
どもの年齢の違いによる体型選好に有意差はみられな
かった。

以上の結果から，年齢による体型選好の違いはない
が，女児の方が痩身体型を好む傾向があることが示さ
れた。

（2）体型選好別，子どもの体型の検討

痩身体型を選好した子どもの BMI と，標準体型を
選好した子どもの BMI の間に差がみられるのか検討
するために，年齢別，性別に t 検定を行った（表７）。
その結果，５歳児で，痩身体型を選好する子どもと
標準体型を選好する子どもの BMI に有意ではないが，
痩身体型を好んだ子どもの BMI が低い傾向があった

（p＝ .06）（表７）。
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図２　男子標準 BMI�パーセンタイル曲線と各対象者の BMI

BMI

月齢
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50p

10p

図３　女子標準 BMI�パーセンタイル曲線と各対象者の BMI
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Ⅳ．考　　　察

１．幼児期の子どもの体型

初めに幼児期における子どもの体型を，年齢，性別，
子ども，父親，母親の BMI から検討を行った。その
結果，女児の BMI と親の BMI の間に正の相関が認め
られた。そして，女児では年齢が高くなるほど，子ど
もと父親，子どもと母親，父親と母親の BMI の間に
正の相関があった。つまり，女児，父親，母親の体型
は女児の年齢が高くなるにしたがって類似する傾向に
あることが示された。

先行研究では，子どもと親の肥満度に正の相関があ
り，両親のどちらか一方でも肥満である場合の子ども
は，両親が肥満ではない場合に比べて肥満になってい
ることが示されている17）。また，身長や体重は，多く
の部分遺伝的に規定されているが，親子間の BMI の
相関を検討した研究では，統計的に有意ではなかった
ものの，娘をもつ父親並びに母親の BMI が息子をも

つ父母のそれよりも低値で，かつ児の BMI との間の
相関が高い傾向が示されている18）。更に母親が食事の
内容を決め，子どもが自分で食事を選択する余地がな
い方が子どもの BMI が低いことが示されている5）。子
どもの体型には，遺伝的要因の影響が大きいといわれ
ているが18），本研究の結果では，女児がいる家庭では，
女児と父親，女児と母親の BMI の相関があるだけで
なく，遺伝的関連がない父親と母親の BMI に相関が
あり，また，その年齢が高いほど，相関が強くなるこ
とが示された。したがって，女児の家庭では，子ども
や両親の体型に，親の意向を反映した家庭での食事量
や内容といった食文化が関与している可能性が示唆さ
れた。さらに本研究の対象女児では，年齢が高いほど
痩身傾向が認められた。先行研究では，所得水準や親
の学歴と肥満頻度の間に負の相関がみられることが明
らかになっている18）。本研究で対象とした家庭の所得
水準と親の学歴は一般平均より明らかに高く，このよ
うな社会経済的地位が対象集団女児の痩身傾向に影響
した可能性が考えられた。加えて，最近，外見的魅力
の第一要件として﹁痩せていること﹂が挙げられ，女
性は外見的に魅力的な存在でなければならないという
文化規範がある7）。これらの，その社会的・文化的背
景が今回検討した女児での痩身傾向に影響した可能性
も考えられた。

２．幼児の体型選好

男児女児ともに肥満体型を選好した子どもはいな
かったが，男児よりも女児の方が痩身体型を選好する
傾向がみられた。なお，年齢による違いはみられなかっ
た。

先行研究では，自分が好きな体型（体型選好）に，
性差やメディアが影響を与えることが示唆されてお
り，６～７歳児の女児は，より痩せた体型を好むこと
が示されている19）。本研究では，肥満体型の絵カード

表５　年齢別，性別の子どもの BMI と父母の BMI の相関
性別 年齢 子ども / 父親 子ども / 母親 父親 / 母親

男
4 .024（n=139） .043（n=142） － .028（n=139）
5 .037（n=117） .075（n=120） .117（n=117）
6 .092（n=105） .026（n=107） － .194（n=102）

女
4 .228*（n=140） － .056（n=141） .143（n=137）
5 .116（n=138） .205*（n=144） .310*（n=136）
6 .279**（n=123） .226*（n=125） .322*（n=125）

Pearson の相関係数，*p<.01　

表６　性別による選好体型数

性別 選好体型 合計
痩身体型 標準体型 （人）

男児 �7 21 28
女児 17 19 36
合計 24 40 64

χ２検定（p=.10）

表７　選好体型別，子どもの体型との関連
年齢と性別 体型選好 人数 BMI 平均 検定結果

男児
痩身体型 7 15.0 n.s
標準体型 21 15.7

女児
痩身体型 17 14.4 n.s
標準体型 19 14.7

4歳児
痩身体型 4 14.3 n.s
標準体型 11 15.4

5歳児
痩身体型 11 14.2 p=.06
標準体型 13 15.1

6歳児
痩身体型 9 15.1 n.s
標準体型 16 15.2
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を選好する幼児が一人もいなかった。小児の肥満は成
人へと移行する可能性が高いことが明らかになってい
るが，近年の健康志向の高まりに影響され，肥満はよ
くないといった親の認識が子どもの体型選好に反映さ
れたため，肥満体型を選好する幼児が一人もいなかっ
たのではないかと推察する。また，﹁痩せている方が
かわいい﹂，﹁普通の体型がかっこいい﹂という認識が
子どもにあるため，肥満体型を選好しなかったことも
考えられる。体型に関しての意識は，女児の方が痩身
願望が強く9）米国では５歳の女児がダイエットを意識
している20）ことが明らかになっている。本研究の結果
でも，有意差はないが，女児で，痩身体型を好む者で
は，実際に BMI の低い傾向があることが示された。

飽食の時代といわれ，子どもの肥満は問題視されて
いるが，子どもの痩身は，思春期以前はほとんど問題
視されてきていない。しかし，本研究の結果から，こ
の対象集団の女児においては年齢が高いほど痩身の者
が多く，その一部に痩身体型を好む傾向があることが
示された。対象集団の女児の体型や体型選好には，家
庭における食文化と生活習慣が関与している可能性が
示唆された。子どもの食と健康を考えるうえで，子ど
もの痩身に着目し，家庭や社会における痩身選好とそ
の影響を考えることも重要と思われた。

３．今後の課題

これまで子どもの痩身に関してはあまり着目されて
きていないが，今後は，親の BMI といった体型との
関連だけでなく，家庭における体型選好，食に対する
意識，および実際に提供される食事内容が子どもの体
型や体型選好にどのような影響を与えるのかも検討す
ることが課題である。また，社会経済的因子の痩身に
関する影響について解析し，社会疫学的に検討するこ
とも重要である。

Ⅴ．結　　　論

本研究において，この集団では以下のことが明らか
になった。
１．女児では年齢の高い者で，痩身の者が多かった。
２．対象女児と父親，対象女児と母親の BMI の間に

相関関係がみられた。
３．対象女児の家庭では，父母間の BMI に相関関係

がみられた。
４．対象女児の家庭では，年齢が高くなるほど，子ど

もと父親，子どもと母親，父母間の BMI の相関が
高くなった。
５．体型選好に関して，女児の方が男児より痩身体型

を好む傾向があった。
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〔Summary〕
In� this�study，we�examined（1）the�relationship�be-

tween�children’s�body�mass�index（BMI）during�infancy�

and�their�parents’BMI�along�with�sex�and�age�differ-

ences；and（2）the�body�type�preferred�by�children，�

and�their�differences� in�sex�and�age．When�the� target�

group�of� the�present� study�was�evaluated�using�age-

specific�BMI�percentile�value，it�was�shown�that�BMI�

percentile�value�decreased�with�age�among�girls．It�also�

became�clear� that� there�was�a�correlation�between�the�

girls’BMI�and�that�of�their�parents，and�also�between�

the�fathers’and�mothers’BMI．As�the�age�of�the�girl�

increased，the� correlation�between� family�members’

BMI�also�increased．Results� indicated�that�girls�tend�to�

favor�a�thin�body�more�than�boys．

Results�suggest�that�body-type�preferences�of�the�girls�

in�subjects�were�influenced�by�the�eating�habits�of�their�

family�members．Furthermore，when� studying� the�

body�type�of� the�child，it� is� important�to�consider�soci-

etal，familial，and�cultural�aspects�in�addition�to�genetic�

factors．
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